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32H1012 基礎ドイツ語AI 2 1.0 1 春AB 月3 市川 宏子

初修者を対象にしたこのドイツ語の授業では、4
技能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得に
配慮しながら、とくに基本文法(入門レベル)の修
得を目指す。

人文・応理・工シス・
総学1組対象(学籍番号
末尾1,2) 主に日本語
で授業を行ないます。
英語での対応可能。
G科目
対面

32H1022 基礎ドイツ語AI 2 1.0 1 春AB 月3
ヘーゼルハウス,
ヘラト

初修者を対象にしたこのドイツ語の授業では、4
技能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得に
配慮しながら、とくに基本文法(入門レベル)の修
得を目指す。

人文・応理・工シス・
総学1組対象(学籍番号
末尾3,4) 主に英語で
授業を行ないます。
G科目
対面

32H1032 基礎ドイツ語AI 2 1.0 1 春AB 月3 茅野 大樹

初修者を対象にしたこのドイツ語の授業では、4
技能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得に
配慮しながら、とくに基本文法(入門レベル)の修
得を目指す。

人文・応理・工シス・
総学1組対象(学籍番号
末尾5,6,7) 主に日本
語で授業を行ないま
す。英語での対応可
能。
G科目
対面

32H1042 基礎ドイツ語AI 2 1.0 1 春AB 月3 越川 瑛理

初修者を対象にしたこのドイツ語の授業では、4
技能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得に
配慮しながら、とくに基本文法(入門レベル)の修
得を目指す。

人文・応理・工シス・
総学1組対象(学籍番号
末尾8,9,0) 主に日本
語で授業を行ないま
す。英語での対応可
能。
G科目
対面

32H2012 基礎ドイツ語AI 2 1.0 1 春AB 月4
ヘーゼルハウス,
ヘラト

初修者を対象にしたこのドイツ語の授業では、4
技能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得に
配慮しながら、とくに基本文法(入門レベル)の修
得を目指す。

比文・日日・社工・体
育1・総学2組対象(学
籍番号末尾奇数) 主に
英語で説明を行ないま
す。
G科目
対面

32H2022 基礎ドイツ語AI 2 1.0 1 春AB 月4 茅野 大樹

初修者を対象にしたこのドイツ語の授業では、4
技能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得に
配慮しながら、とくに基本文法(入門レベル)の修
得を目指す。

比文・日日・社工・体
育1・総学2組対象(学
籍番号末尾偶数) 主に
日本語で授業を行ない
ます。英語での対応可
能。
G科目
対面

32H3012 基礎ドイツ語AI 2 1.0 1 春AB 月5 住大 恭康

初修者を対象にしたこのドイツ語の授業では、4
技能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得に
配慮しながら、とくに基本文法(入門レベル)の修
得を目指す。

生物・地球・数学・物
理・化学・創成・総学
3組対象(学籍番号末尾
奇数) 主に日本語で授
業を行ないます。英語
での対応可能。
G科目
対面

32H3022 基礎ドイツ語AI 2 1.0 1 春AB 月5 岡田 和子

初修者を対象にしたこのドイツ語の授業では、4
技能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得に
配慮しながら、とくに基本文法(入門レベル)の修
得を目指す。

生物・地球・数学・物
理・化学・創成・総学
3組対象(学籍番号末尾
偶数) 主に日本語で授
業を行ないます。英語
での対応可能。
G科目
対面

32H4012 基礎ドイツ語AI 2 1.0 1 春AB 月6 濱田 真

初修者を対象にしたこのドイツ語の授業では、4
技能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得に
配慮しながら、とくに基本文法(入門レベル)の修
得を目指す。

医学・看護・医療・芸
術・総学4組対象 主に
日本語で授業を行ない
ます。英語での対応可
能。
G科目
対面

32H5012 基礎ドイツ語AI 2 1.0 1 春AB 火4 伊藤 満広

初修者を対象にしたこのドイツ語の授業では、4
技能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得に
配慮しながら、とくに基本文法(入門レベル)の修
得を目指す。

教育・心理・障害・知
識・体育2・総学5組対
象 主に日本語で授業
を行ないます。英語で
の対応可能。
G科目
対面

32H6022 基礎ドイツ語AI 2 1.0 1 春AB 金2 相馬 尚之

初修者を対象にしたこのドイツ語の授業では、4
技能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得に
配慮しながら、とくに基本文法(入門レベル)の修
得を目指す。

社会・国際・資源・情
報・総学6組対象  主
に日本語で授業を行な
います。英語での対応
可能。
G科目
対面
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32J1012 基礎ドイツ語BI 2 1.0 1 春AB 水2 畔上 泰治

初修者を対象にしたこのドイツ語の授業では、基
本文法(入門レベル)の重要項目を確認しながら、
社会生活の場面に即した基礎的なコミュニケー
ション能力の修得を目指す。

人文・応理・工シス・
総学1組対象(学籍番号
末尾1,2,3)主に日本語
で授業を行ないます。
英語での対応可能。
G科目
対面

32J1022 基礎ドイツ語BI 2 1.0 1 春AB 水2
カネマツ ゲブ ク
ルガノワ ニーナ

初修者を対象にしたこのドイツ語の授業では、基
本文法(入門レベル)の重要項目を確認しながら、
社会生活の場面に即した基礎的なコミュニケー
ション能力の修得を目指す。

人文・応理・工シス・
総学1組対象(学籍番号
末尾4,5,6) 主に英語
で授業を行ないます。
G科目
対面

32J1032 基礎ドイツ語BI 2 1.0 1 春AB 水2 相馬 尚之

初修者を対象にしたこのドイツ語の授業では、基
本文法(入門レベル)の重要項目を確認しながら、
社会生活の場面に即した基礎的なコミュニケー
ション能力の修得を目指す。

人文・応理・工シス・
総学1組対象(学籍番号
末尾7,8,9,0)主に日本
語で授業を行ないま
す。英語での対応可
能。
G科目
対面

32J2012 基礎ドイツ語BI 2 1.0 1 春AB 水1
カネマツ ゲブ ク
ルガノワ ニーナ

初修者を対象にしたこのドイツ語の授業では、基
本文法(入門レベル)の重要項目を確認しながら、
社会生活の場面に即した基礎的なコミュニケー
ション能力の修得を目指す。

比文・日日・社工・体
育1・総学2組対象  主
に日本語で説明を行な
います。英語での対応
可能。
G科目
対面

32J3012 基礎ドイツ語BI 2 1.0 1 春AB 木2
カネマツ ゲブ ク
ルガノワ ニーナ

初修者を対象にしたこのドイツ語の授業では、基
本文法(入門レベル)の重要項目を確認しながら、
社会生活の場面に即した基礎的なコミュニケー
ション能力の修得を目指す。

生物・地球・数学・物
理・化学・創成・総学
3組対象  主に日本語
で授業を行ないます。
英語での対応可能。
G科目
対面

32J4012 基礎ドイツ語BI 2 1.0 1 春AB 木1
カネマツ ゲブ ク
ルガノワ ニーナ

初修者を対象にしたこのドイツ語の授業では、基
本文法(入門レベル)の重要項目を確認しながら、
社会生活の場面に即した基礎的なコミュニケー
ション能力の修得を目指す。

医学・看護・医療・芸
術・総学4組対象 主に
英語で授業を行ないま
す。
G科目
対面

32J5012 基礎ドイツ語BI 2 1.0 1 春AB 金1 越川 瑛理

初修者を対象にしたこのドイツ語の授業では、基
本文法(入門レベル)の重要項目を確認しながら、
社会生活の場面に即した基礎的なコミュニケー
ション能力の修得を目指す。

教育・心理・障害・知
識・体育2・総学5組対
象 主に日本語で説明
を行ないます。英語で
の対応可能。
G科目
対面

32J6012 基礎ドイツ語BI 2 1.0 1 春AB 火3 江藤 光紀

初修者を対象にしたこのドイツ語の授業では、基
本文法(入門レベル)の重要項目を確認しながら、
社会生活の場面に即した基礎的なコミュニケー
ション能力の修得を目指す。

社会・国際・資源・情
報・総学6組対象 主に
日本語で授業を行ない
ます。英語での対応可
能。
G科目
対面

32K1012 基礎ドイツ語AII 2 1.0 1 秋AB 月3 市川 宏子

初修者を対象にしたこのドイツ語の授業では、4
技能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得に
配慮しながら、とくに基本文法(基礎レベル)の修
得を目指す。

人文・応理・工シス・
総学1組対象(学籍番号
末尾1,2)主に日本語で
授業を行ないます。英
語での対応可能。
G科目
対面

32K1022 基礎ドイツ語AII 2 1.0 1 秋AB 月3
ヘーゼルハウス,
ヘラト

初修者を対象にしたこのドイツ語の授業では、4
技能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得に
配慮しながら、とくに基本文法(基礎レベル)の修
得を目指す。

人文・応理・工シス・
総学1組対象(学籍番号
末尾3,4) 主に英語で
説明を行ないます。
G科目
対面

32K1032 基礎ドイツ語AII 2 1.0 1 秋AB 月3 茅野 大樹

初修者を対象にしたこのドイツ語の授業では、4
技能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得に
配慮しながら、とくに基本文法(基礎レベル)の修
得を目指す。

人文・応理・工シス・
総学1組対象(学籍番号
末尾5,6,7) 主に日本
語で授業を行ないま
す。英語での対応可
能。
G科目
対面

32K1042 基礎ドイツ語AII 2 1.0 1 秋AB 月3 越川 瑛理

初修者を対象にしたこのドイツ語の授業では、4
技能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得に
配慮しながら、とくに基本文法(基礎レベル)の修
得を目指す。

人文・応理・工シス・
総学1組対象(学籍番号
末尾8,9,0) 主に日本
語で授業を行ないま
す。英語での対応可
能。
G科目
対面

32K2012 基礎ドイツ語AII 2 1.0 1 秋AB 月4
ヘーゼルハウス,
ヘラト

初修者を対象にしたこのドイツ語の授業では、4
技能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得に
配慮しながら、とくに基本文法(基礎レベル)の修
得を目指す。

比文・日日・社工・体
育1・総学2組対象(学
籍番号末尾奇数) 主に
英語で説明を行ないま
す。
G科目
対面
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32K2022 基礎ドイツ語AII 2 1.0 1 秋AB 月4 茅野 大樹

初修者を対象にしたこのドイツ語の授業では、4
技能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得に
配慮しながら、とくに基本文法(基礎レベル)の修
得を目指す。

比文・日日・社工・体
育1・総学2組対象(学
籍番号末尾偶数) 主に
日本語で授業を行ない
ます。英語での対応可
能。
G科目
対面

32K3012 基礎ドイツ語AII 2 1.0 1 秋AB 月5 住大 恭康

初修者を対象にしたこのドイツ語の授業では、4
技能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得に
配慮しながら、とくに基本文法(基礎レベル)の修
得を目指す。

生物・地球・数学・物
理・化学・創成・総学
3組対象(学籍番号末尾
奇数) 主に日本語で授
業を行ないます。英語
での対応可能。
G科目
対面

32K3022 基礎ドイツ語AII 2 1.0 1 秋AB 月5 岡田 和子

初修者を対象にしたこのドイツ語の授業では、4
技能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得に
配慮しながら、とくに基本文法(基礎レベル)の修
得を目指す。

生物・地球・数学・物
理・化学・創成・総学
3組対象(学籍番号末尾
偶数)。 主に日本語で
授業を行ないます。英
語での対応可能。
G科目
対面

32K4012 基礎ドイツ語AII 2 1.0 1 秋AB 月6 濱田 真

初修者を対象にしたこのドイツ語の授業では、4
技能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得に
配慮しながら、とくに基本文法(基礎レベル)の修
得を目指す。

医学・看護・医療・芸
術・総学4組対象 主に
日本語で授業を行ない
ます。英語での対応可
能。
G科目
対面

32K5012 基礎ドイツ語AII 2 1.0 1 秋AB 火4 伊藤 満広

初修者を対象にしたこのドイツ語の授業では、4
技能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得に
配慮しながら、とくに基本文法(基礎レベル)の修
得を目指す。

教育・心理・障害・知
識・体育2・総学5組対
象  主に日本語で授業
を行ないます。英語で
の対応可能。
G科目
対面

32K6022 基礎ドイツ語AII 2 1.0 1 秋AB 金2 相馬 尚之

初修者を対象にしたこのドイツ語の授業では、4
技能(聞く・読む・話す・書く)の総合的な修得に
配慮しながら、とくに基本文法(基礎レベル)の修
得を目指す。

社会・国際・資源・情
報・総学6組対象  主
に日本語で授業を行な
います。英語での対応
可能。
G科目
対面

32L1012 基礎ドイツ語BII 2 1.0 1 秋AB 水2 畔上 泰治

この授業では、すでにドイツ語の初歩的な文法や
コミュニケーション能力を身につけている学習者
を対象に、さらなる実践的なコミュニケーション
能力の伸長を図りながら、2年次以降の継続的な
学習に十分な語学能力の獲得を目指す。

人文・応理・工シス・
総学1組対象(学籍番号
末尾1,2,3) 「基礎ド
イツ語BII」は選択・
自由科目だが、「基礎
ドイツ語BI」との継続
性を持っているので、
そのまま続けて履修す
ることを推奨する。主
に日本語で授業を行な
います。英語での対応
可能。
G科目
対面

32L1022 基礎ドイツ語BII 2 1.0 1 秋AB 水2
カネマツ ゲブ ク
ルガノワ ニーナ

この授業では、すでにドイツ語の初歩的な文法や
コミュニケーション能力を身につけている学習者
を対象に、さらなる実践的なコミュニケーション
能力の伸長を図りながら、2年次以降の継続的な
学習に十分な語学能力の獲得を目指す。

人文・応理・工シス・
総学1組対象(学籍番号
末尾4,5,6) 「基礎ド
イツ語BII」は選択・
自由科目だが、「基礎
ドイツ語BI」との継続
性を持っているので、
そのまま続けて履修す
ることを推奨する。主
に日本語で授業を行な
います。英語での対応
可能。
G科目
対面
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32L1032 基礎ドイツ語BII 2 1.0 1 秋AB 水2 相馬 尚之

この授業では、すでにドイツ語の初歩的な文法や
コミュニケーション能力を身につけている学習者
を対象に、さらなる実践的なコミュニケーション
能力の伸長を図りながら、2年次以降の継続的な
学習に十分な語学能力の獲得を目指す。

人文・応理・工シス・
総学1組対象(学籍番号
末尾7,8,9,0) 「基礎
ドイツ語BII」は選
択・自由科目だが、
「基礎ドイツ語BI」と
の継続性を持っている
ので、そのまま続けて
履修することを推奨す
る。主に日本語で授業
を行ないます。英語で
の対応可能。
G科目
対面

32L2012 基礎ドイツ語BII 2 1.0 1 秋AB 水1
カネマツ ゲブ ク
ルガノワ ニーナ

この授業では、すでにドイツ語の初歩的な文法や
コミュニケーション能力を身につけている学習者
を対象に、さらなる実践的なコミュニケーション
能力の伸長を図りながら、2年次以降の継続的な
学習に十分な語学能力の獲得を目指す。

比文・日日・社工・体
育1・総学2組対象
「基礎ドイツ語BII」
は選択・自由科目だ
が、「基礎ドイツ語
BI」との継続性を持っ
ているので、そのまま
続けて履修することを
推奨する。主に日本語
で授業を行ないます。
英語での対応可能。
G科目
対面

32L3012 基礎ドイツ語BII 2 1.0 1 秋AB 木2
カネマツ ゲブ ク
ルガノワ ニーナ

この授業では、すでにドイツ語の初歩的な文法や
コミュニケーション能力を身につけている学習者
を対象に、さらなる実践的なコミュニケーション
能力の伸長を図りながら、2年次以降の継続的な
学習に十分な語学能力の獲得を目指す。

生物・地球・数学・物
理・化学・創成・総学
3組対象 「基礎ドイツ
語BII」は選択・自由
科目だが、「基礎ドイ
ツ語BI」との継続性を
持っているので、その
まま続けて履修するこ
とを推奨する。主に日
本語で授業を行ないま
す。英語での対応可
能。
G科目
対面

32L4012 基礎ドイツ語BII 2 1.0 1 秋AB 木1
カネマツ ゲブ ク
ルガノワ ニーナ

この授業では、すでにドイツ語の初歩的な文法や
コミュニケーション能力を身につけている学習者
を対象に、さらなる実践的なコミュニケーション
能力の伸長を図りながら、2年次以降の継続的な
学習に十分な語学能力の獲得を目指す。

医学・看護・医療・芸
術・総学4組対象 「基
礎ドイツ語BII」は選
択・自由科目だが、
「基礎ドイツ語BI」と
の継続性を持っている
ので、そのまま続けて
履修することを推奨す
る。主に日本語で授業
を行ないます。英語で
の対応可能。
G科目
対面

32L5012 基礎ドイツ語BII 2 1.0 1 秋AB 金1 越川 瑛理

この授業では、すでにドイツ語の初歩的な文法や
コミュニケーション能力を身につけている学習者
を対象に、さらなる実践的なコミュニケーション
能力の伸長を図りながら、2年次以降の継続的な
学習に十分な語学能力の獲得を目指す。

教育・心理・障害・知
識・体育2・総学5組対
象 「基礎ドイツ語
BII」は選択・自由科
目だが、「基礎ドイツ
語BI」との継続性を
持っているので、その
まま続けて履修するこ
とを推奨する。主に日
本語で説明を行ないま
す。英語での対応可
能。
G科目
対面



科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
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32L6012 基礎ドイツ語BII 2 1.0 1 秋AB 火3 江藤 光紀

この授業では、すでにドイツ語の初歩的な文法や
コミュニケーション能力を身につけている学習者
を対象に、さらなる実践的なコミュニケーション
能力の伸長を図りながら、2年次以降の継続的な
学習に十分な語学能力の獲得を目指す。

社会・国際・資源・情
報・総学6組対象 「基
礎ドイツ語BII」は選
択・自由科目だが、
「基礎ドイツ語BI」と
の継続性を持っている
ので、そのまま続けて
履修することを推奨す
る。主に日本語で授業
を行ないます。
G科目
対面

ドイツ語(2年次履修)

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 担当教員 授業概要 備考

3251112
ドイツ語圏の言語と文
化A

2 1.0 2 春AB 火5 江藤 光紀

「基礎ドイツ語AI/AII」「基礎ドイツ語BI」で修
得した言語知識を踏まえて、4技能(読む・聞く・
話す・書く)の総合的な伸長に配慮しながら、ド
イツ語圏の文化と社会の理解をさらに深めること
を目指します。

主として人文・比文・
日日・情報・医学(学
籍番号末尾1,2,3)対
象。「基礎ドイツ語」
A及びBの履修者に限
る。主に日本語で授業
を行います。英語での
対応可能。
G科目
対面

3251122
ドイツ語圏の言語と文
化A

2 1.0 2 春AB 火5 茅野 大樹

「基礎ドイツ語AI/AII」「基礎ドイツ語BI」で修
得した言語知識を踏まえて、4技能(読む・聞く・
話す・書く)の総合的な伸長に配慮しながら、ド
イツ語圏の文化と社会の理解をさらに深めること
を目指します。

主として人文・比文・
日日・情報・医学(学
籍番号末尾4,5,6)対
象。「基礎ドイツ語」
A及びBの履修者に限
る。主に日本語で授業
を行います。英語での
対応可能。
G科目
対面

3251132
ドイツ語圏の言語と文
化A

2 1.0 2 春AB 火5 住大 恭康

「基礎ドイツ語AI/AII」「基礎ドイツ語BI」で修
得した言語知識を踏まえて、4技能(読む・聞く・
話す・書く)の総合的な伸長に配慮しながら、ド
イツ語圏の文化と社会の理解をさらに深めること
を目指します。

主として人文・比文・
日日・情報・医学(学
籍番号末尾7,8,9,0)対
象。「基礎ドイツ語」
A及びBの履修者に限
る。主に日本語で授業
を行います。英語での
対応可能。
G科目
対面

3251212
ドイツ語圏の言語と文
化A

2 1.0 2 春AB 火6
カネマツ ゲブ ク
ルガノワ ニーナ

「基礎ドイツ語AI/AII」「基礎ドイツ語BI」で修
得した言語知識を踏まえて、4技能(読む・聞く・
話す・書く)の総合的な伸長に配慮しながら、ド
イツ語圏の文化と社会の理解をさらに深めること
を目指します。

主として国際・生物・
地球・応理・工シス・
看護対象。「基礎ドイ
ツ語」A及びBの履修者
に限る。主に日本語で
授業を行います。英語
での対応可能。
G科目
対面

3251412
ドイツ語圏の言語と文
化A

2 1.0 2 春AB 金4 相馬 尚之

「基礎ドイツ語AI/AII」「基礎ドイツ語BI」で修
得した言語知識を踏まえて、4技能(読む・聞く・
話す・書く)の総合的な伸長に配慮しながら、ド
イツ語圏の文化と社会の理解をさらに深めること
を目指します。

主として社会・資源・
創生・知識・医療・芸
術対象。「基礎ドイツ
語」A及びBの履修者に
限る。主に日本語で授
業を行います。英語で
の対応可能。
G科目
対面

3254112
ドイツ語圏の言語と文
化B

2 1.0 2 秋AB 火5 江藤 光紀

「基礎ドイツ語AI/AII」「基礎ドイツ語BI」で修
得した言語知識を踏まえて、より実践的なコミュ
ニケーション能力の向上に配慮しながら、ドイツ
語圏の文化と社会の理解をさらに深めることを目
指します。

選択・自由科目。主と
して人文・比文・日
日・情報・医学(学籍
番号末尾1,2,3)対象。
「ドイツ語圏の言語と
文化A」の履修者に限
る。主に日本語で授業
を行います。英語での
対応可能。
G科目
対面

3254122
ドイツ語圏の言語と文
化B

2 1.0 2 秋AB 火5 茅野 大樹

「基礎ドイツ語AI/AII」「基礎ドイツ語BI」で修
得した言語知識を踏まえて、より実践的なコミュ
ニケーション能力の向上に配慮しながら、ドイツ
語圏の文化と社会の理解をさらに深めることを目
指します。

選択・自由科目。主と
して人文・比文・日
日・情報・医学(学籍
番号末尾4,5,6)対象。
「ドイツ語圏の言語と
文化A」の履修者に限
る。主に日本語で授業
を行います。英語での
対応可能。
G科目
対面
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3254132
ドイツ語圏の言語と文
化B

2 1.0 2 秋AB 火5 住大 恭康

「基礎ドイツ語AI/AII」「基礎ドイツ語BI」で修
得した言語知識を踏まえて、より実践的なコミュ
ニケーション能力の向上に配慮しながら、ドイツ
語圏の文化と社会の理解をさらに深めることを目
指します。

選択・自由科目。主と
して人文・比文・日
日・情報・医学(学籍
番号末尾7,8,9,0)対
象。「ドイツ語圏の言
語と文化A」の履修者
に限る。主に日本語で
授業を行います。英語
での対応可能。
G科目
対面

3254212
ドイツ語圏の言語と文
化B

2 1.0 2 秋AB 火6
カネマツ ゲブ ク
ルガノワ ニーナ

「基礎ドイツ語AI/AII」「基礎ドイツ語BI」で修
得した言語知識を踏まえて、より実践的なコミュ
ニケーション能力の向上に配慮しながら、ドイツ
語圏の文化と社会の理解をさらに深めることを目
指します。

選択・自由科目。主と
して国際・生物・地
球・応理・工シス・看
護対象。「「ドイツ語
圏の言語と文化A」の
履修者に限る。主に日
本語で授業を行いま
す。英語での対応可
能。
G科目
対面

3254412
ドイツ語圏の言語と文
化B

2 1.0 2 秋AB 金4 相馬 尚之

「基礎ドイツ語AI/AII」「基礎ドイツ語BI」で修
得した言語知識を踏まえて、より実践的なコミュ
ニケーション能力の向上に配慮しながら、ドイツ
語圏の文化と社会の理解をさらに深めることを目
指します。

選択・自由科目。主と
して社会・資源・創
成・知識・医療科・芸
術対象。「「ドイツ語
圏の言語と文化A」の
履修者に限る。主に日
本語で授業を行いま
す。英語での対応可
能。
G科目
対面

ドイツ語(選択・自由科目)
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3260012 応用ドイツ語講読A 2 1.0 2 - 4 秋AB 木4
カネマツ ゲブ ク
ルガノワ ニーナ

ドイツ語の様々なテクストに即した読解能力を養
成する。CEFR(ヨーロッパ共通参照枠)のA2レベル
に到達することを目標とする。

全学群対象 選択必修
クラスの単位に代替す
ることはできない。原
則、「基礎ドイツ語」
A及びBの履修者に限
る。主に日本語で授業
を行います。英語での
対応可能。
G科目
対面

3261012 応用ドイツ語作文A 2 1.0 2 - 4

ドイツ語の様々な必要に応じた作文能力を養成す
る。CEFR(ヨーロッパ共通参照枠)のA2レベルに到
達することを目標とする。

全学群対象 選択必修
クラスの単位に代替す
ることはできない。原
則、「基礎ドイツ語」
A及びBの履修者に限
る。主に日本語で授業
を行います。英語での
対応可能。
2026年度開講せず。
G科目
対面

3262012 応用ドイツ語会話A 2 1.0 2 - 4 春AB 水4
カネマツ ゲブ ク
ルガノワ ニーナ

ドイツ語による総合的コミュニケーション能力を
養成する。CEFR(ヨーロッパ共通参照枠)のA2レベ
ルに到達することを目標とする。

全学群対象 選択必修
クラスの単位に代替す
ることはできない。原
則、「基礎ドイツ語」
A及びBの履修者に限
る。主にドイツ語で授
業を行います。英語で
の対応可能。
G科目
対面

3265012 応用ドイツ語講読B 2 1.0 2 - 4

ドイツ語の様々なテクストに即した読解能力を養
成する。CEFR(ヨーロッパ共通参照枠)のB1レベル
に到達することを目標とする。

全学群対象 選択必修
クラスの単位に代替す
ることはできない。原
則、「基礎ドイツ語」
A及びBの履修者に限
る。主に日本語で授業
を行います。英語での
対応可能。
2026年度開講せず。
G科目
対面

3266012 応用ドイツ語作文B 2 1.0 2 - 4 春AB 木4
カネマツ ゲブ ク
ルガノワ ニーナ

ドイツ語の様々な必要に応じた作文能力を養成す
る。CEFR(ヨーロッパ共通参照枠)のB1レベルに到
達することを目標とする。

全学群対象 選択必修
クラスの単位に代替す
ることはできない。原
則、「基礎ドイツ語」
A及びBの履修者に限
る。
G科目
対面
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3267012 応用ドイツ語会話B 2 1.0 2 - 4 秋AB 水4
カネマツ ゲブ ク
ルガノワ ニーナ

ドイツ語による総合的コミュニケーション能力を
養成する。CEFR(ヨーロッパ共通参照枠)のB1レベ
ルに到達することを目標とする。

全学群対象 選択必修
クラスの単位に代替す
ることはできない。原
則、「基礎ドイツ語」
A及びBと応用ドイツ語
会話AI/II及びCEFRの
A2レベルを取ったの履
修者に限る。主に日本
語で授業を行います。
英語での対応可能。
G科目
対面

3270002 実践ドイツ語A 2 1.0 1 春C 月5,6
カネマツ ゲブ ク
ルガノワ ニーナ

A・Bモジュールで学んだ語彙・表現を活用したプ
ロジェクト型学習を行う。学んだことを単に繰り
返すのではなく、自分の言葉で表現する力を育成
する。参加者は「家族」や「食事」などをテーマ
に、小グループやペアでプロジェクト学習を行
う。またインタビュー、比較調査、発表や簡単な
動画制作による相互交流を通じた自己表現力の向
上を目指す。

全学群対象 選択必修
クラスの単位に代替す
ることはできない。原
則、「基礎ドイツ語」
AI及びBIの履修者に限
る。主にドイツ語で授
業を行います。英語で
の対応可能。
G科目
対面(オンライン併用
型)

3270012 実践ドイツ語B 2 1.0 1 秋C 月5,6
カネマツ ゲブ ク
ルガノワ ニーナ

A・Bモジュールで学んだ語彙・表現を活用したプ
ロジェクト型学習を行う。学んだことを単に繰り
返すのではなく、自分の言葉で表現する力を育成
する。参加者は「祭り」「名所」「余暇」などを
テーマに、グループで調査・比較を行い、ドイツ
と日本の文化を紹介するプロジェクトに関わる。
最終成果物として、観光ガイド風ポスター/スラ
イド/短い観光動画の作成を目指す。

全学群対象 選択必修
クラスの単位に代替す
ることはできない。原
則、「基礎ドイツ語」
AIIまたは
BIIの履修者に限る。
主にドイツ語で授業を
行います。英語での対
応可能。
G科目
対面(オンライン併用
型)

3271002 実践ドイツ語応用A 2 1.0 2 春C 火5,6
カネマツ ゲブ ク
ルガノワ ニーナ

A・Bモジュールで学んだ語彙・表現を活用したプ
ロジェクト型学習を行う。学んだことを単に繰り
返すのではなく、自分の言葉で表現する力を育成
する。参加者は「未来の町や社会のビジョン」を
テーマに、日本とドイツの視点を比較しながら、
自らのアイデアを調査・議論してまとめる。環境
問題、都市の暮らし、テクノロジー、教育や価値
観などについて、日本とドイツの現状や議論を手
がかりに、将来の理想像を考え、ポスターやプレ
ゼンテーションで発表する。

全学群対象 選択必修
クラスの単位に代替す
ることはできない。原
則、「ドイツ語圏の言
語と文化A」の履修者
に限る。主にドイツ語
で授業を行います。英
語での対応可能。
G科目
対面(オンライン併用
型)

3271012 実践ドイツ語応用B 2 1.0 2 秋C 火5,6
カネマツ ゲブ ク
ルガノワ ニーナ

A・Bモジュールで学んだ語彙・表現を活用したプ
ロジェクト型学習を行う。学んだことを単に繰り
返すのではなく、自分の言葉で表現する力を育成
する。参加者は仕事や職業に関する語彙・表現を
用いて、自分の価値観や理想の働き方を整理して
まとめる。グループ討論や調査、比較分析を行
い、ポスターやプレゼンテーションで発表する。

全学群対象 選択必修
クラスの単位に代替す
ることはできない。原
則、「ドイツ語圏の言
語と文化」AまたはBの
履修者に限る。主にド
イツ語で授業を行いま
す。英語での対応可
能。
G科目
対面(オンライン併用
型)
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